
平成１３年度当初予算 基本事務事業目的評価表

［基本事務事業名］ いじめ対策事業 （４０１）
［評価年月日］ 平成１２年２月１日
［主担当部課名］ 教育委員会事務局 学校教育課
［記入課名・課長名］ 学校教育課 星野 茂

１ 総合計画の政策体系上の位置づけ
政策 ： 人権の尊重 （１－１）
施策 ： 人権施策の総合推進 （ １ ）
総合計画の目標項目 ： 学校でのカウンセラーによる相談活動の実施率
波及効果・副次的効果を及ぼすと考えられる施策 ： ２学校教育の充実

２ 基本事務事業を巡る環境変化（過去、現状、将来）
いじめや不登校など、子どもの心の問題が社会問題になっており、児童生徒へのカウンセリング
も含めその指導の在り方が課題となっている。
また、今後、ますます人間関係の希薄化や地域の教育力の低下が予想され、児童生徒の健全な心
の育成が一層の課題となる。

３ 基本事務事業の目的と成果
3-(1) 対象と意図（何をどういう状態にしたいのか）
いじめや不登校など、子どもの心の在り方と深いかかわりがある問題に対応できる学校カウンセ
リング体制を構築するとともに、学校・家庭・地域社会が一体となって、これらの子どもの心の問
題の解決に取り組む基盤を整備し、子どもの健全な心の育成を図る。

3-(2) 成果指標名・成果指標式（総合計画の目標項目には＊を付す）
指標名：いじめ等対策事業の有効度
指標式

不登校児童生徒数
指標 ＝ １ － × 10,000

全児童生徒数

②変更した場合の成果指標名・成果指標式

3-(3) 設定した成果指標に関する説明（指標動向に影響する要因、指標の有用性、設定の理由など）
指標の増加は、本事業の成果を表す。

3-(4) 結果（施策における2010年度の目標）
・ いじめや不登校など、子どもの心の問題に対応するため、カウンセラーの配置の充実及び学校
と専門家によるカウンセラーの組織化などの体制を確立する。
・ 各地域に住民主体のいじめ・不登校等対策推進組織を設置する、いじめ対策の検討会などを開
催する、有識者等からなる「いじめ対策研究会議（仮称 」を設置する等、いじめが「人権に係）
る重大な問題」であることを社会全体の認識として位置づける。

４ 基本事務事業の評価
4-(1) 前年度（H1１年度）における基本事務事業の結果評価
①前年度に行った内容と成果
スクールカウンセラーや心の教室相談員を県内の中学校に配置したことにより、児童生徒等にと
って相談しやすい態勢となった。



②前年度に残った課題
スクールカウンセラー、心の教室相談員、市町村が配置している相談員等の連携や資質の向上を
図る。
学校カウンセリングの在り方を明確にし、児童生徒、教職員、保護者等のカウンセリングに対す
る認識が高まるようにする。

4-(2)本年度(1２年度)における基本事務事業の見込み評価
①本年度行っている内容と本年度終了時に見込まれる成果
スクールカウンセラー、心の教室相談員等の配置により、各学校においては、児童生徒等にとっ
て相談しやすい態勢の整備が進む。
また、相談員の資質アップ事業により、スクールカウンセラー、心の教室相談員、市町村が配置
している相談員、適応指導教室等が密接に連携したことによってカウンセリングの在り方や、児童
生徒、教職員、保護者等のカウンセリングに対する認識の向上がみられた。

②本年度残ると思われる課題
・児童生徒、教職員、保護者等のカウンセリングに対する認識を一層高める。

５ 基本事務事業の改革方向
いじめや不登校など、子どもの心の問題に対応できるカウンセリング態勢を構築するとともに、
広く関係者に呼びかけ、地域社会・学校・保護者が連携を重視していく。

６ 成果指標値及びコスト等の推移

成果指標値 総合計画 予算額等 必要概算（千円）

目 標 実 績 目標数値 所要時間 コスト（時間） （千円）

前々年度 10,000 9,914 ３．１％ ８２，５９４ １１１，５８７
(H１０年度) ６，９３６

前年度 10,000 9,938 ３．８％ １０５，０９６ １３８，５１１
(H1１年度) ７，９９４

本年度 10,000 ４．１％ １２５，８５７ １４８，６４１
(H12年度) ５，４９０

本年度補正後 10,000 + or + or( ▲) ( ▲)
(H1２年度) + or( ▲)

翌年度 10,000 １６５，４７０ ２００，６６６
(H1３年度) ８，４００

計画目標年次 10,000
(H 年度)
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８ 基本事務事業を構成する事務事業の詳細
※ 新規事務事業には、事務事業名に（新）を付す

事務事業名 １３年度 予算額 １３年度 所要時間
（担当課） 成果指標名 事務事業の概要 予算額 前年度比 所要時間 前年度比

（千円） （±千円） （時間） （±時間）

〔スクールカウンセラー活用調査研究〕
小・中・高等学校及び市教育委員会へスクールカウンセラー
を配置して、児童生徒、教職員、保護者への相談を行うとと
もに、スクールカウンセラーの活用状況を調査・研究する。

心のフレッシュアップ カウンセラー等による
推進事業費 相談活動実施率 〔相談員の資質アップ事業〕

心の教室相談員、市町村の相談員、適応指導教室等の担当者 88,149 + 37,833 8,100 + 2,900
（学校教育課） を対象に、日常的に指導・助言する。

〔心の教育推進地域指定事業〕
いじめや不登校などの生徒指導上の問題等への対応と、生命
を尊重する心や豊かな人間性を育むために、１１市町村を中
心にして、総合的な施策推進の在り方を実践的に研究する。

「こころの教室」の緊 中学校に、生徒が悩み等を気軽に話せ、ストレスを和らげる
急整備事業費 生徒の悩み解消率 ことのできる相談員を配置して、生徒が心のゆとりを持てる ＋61,571 + 1,780 140 10
（学校教育課） ような環境を提供する。

不登校児童生徒の適応 不登校児童生徒の学校復帰のために、適応指導教室などにお
指導総合調査研究委託 不登校児童生徒の体験 いて、継続的な活動又は様々な体験活動を通じた適応指導に ± ±15,750 0 160 0
事業費 活動参加率 よる学校復帰のための支援方策に係る調査研究を行う。
（学校教育課）


